
 

第319回例会 9月29日(火) ＡM7:30～8:30 オークラホテル4F平安の間 

■司会:加藤隆司 ■点鐘:小粥勝好 ■ロータリーソング:奉仕の理想 

福田和禾子先生の偲ぶ会 

山川先生・金山土洲さん・山川夫人

スマイル報告  

髙木一浩；先週、全日本マスターズ陸上が

名古屋で開催。１年ぶりの大会出場で不

安でしたが、何とか100ｍを走り切りました。

タイムは13秒を切れませんでしたが、元気

な先輩（お爺ちゃんやお婆ちゃん）から沢山

の元気を貰って帰ってきました。 

田中敏夫；イチローの200安打の記録達成

を記念し９年間の軌跡の写真を切手にした

プレミアムフレーム切手発売中！１０月末

迄、お申し込みは向宿郵便局・田中へ。 

八田峰夫；５０の手習いで始めたドラムの

初ライブが１９日にあり、懐かしいビートル

ズのナンバーを世代を越えたメンバーと一

緒に演奏（リードギターは現役女子高生）。大

好きなジャズのセッションに参加できるよう

頑張ります。山本英夫；先日の卓話「気づ

きメモノート」のアンケートのご協力有り難

う。今後の参考にさせて頂きます。 

山尾秀則；１１/１４（土）グランドホテル浜松

で坂本＆パートナー主催の「企業経営フォ

ーラム2009」を開催。理事長・坂本孝司の

講演とマンドリンとギターのアコーステック

デュオのコンサートの２部構成です。参加

費は無料。ご参加をお待ちしてます。 

１．９/１９（土）福田和禾子先生を偲ぶ会に金山土洲さんが 

参列して頂きました。 

２．９/１２（土）の馬込川西岸の清掃奉仕はお疲れ様でした。

堀内ＰＪﾘｰﾀﾞｰを始め社会奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの皆さんは準備段階

からお疲れ様でした。 

３．本日 例会終了後 第３回理事会を開催します。 

４．配布物；地区大会のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、米山記念奨学事業のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

85名中64名 75.29% 

前々回修正出席率 78.82% 

私事ですが、軽い脳梗塞になり現在、血圧降下剤を飲み治

療をしています。先日、磐田西高・剣道部の紹介が新聞に

掲載され、鈴木昭司名誉顧問が指導した卒業生が全日本女

子選手権(個人)に４名出場すると話題になりました。ご自身

の経験から負けない剣道というものを教えてくれました。

経済状況が大変な時期ではありますが、事業においても皆

さん負けない会社で頑張ってほしいと思います。 

委員会報告 

鈴木和浩；１１/８（日）甲府市にて

地区大会が開催されます。出席義務者

の方は、役員・理事・新会員・未だ一

度も参加されていない方です。早朝よ

りの出発となりますが、ご協力をお願

い致します。 

金山土洲；９/１９（土）福田和禾子

先生の偲ぶ会に行きました。ホテルオ

ークラの松井会長ほかの発起人で１

００名程の出席でした。福田先生の最

後の作品となりましたパワー浜松Ｒ

Ｃの歌のＣＤを持参しました。作詞

家・山川先生はその席で福田先生を偲

び作詞され即興で作曲家・渋谷先生と

で曲を作りあげ歌のお姉さんが披露

しました。録音してきましたので聞い

て下さい。又、写真も撮影しましたの

で紹介します。 



 

 要旨 

① タバコは、健康に与える影響が大きい。故に様々な規制がひか

れている⇒パッケージ、税金、自動販売機、テレビＣMなど。 

② アルコールにも健康や安全な生活に与える影響が大きい。⇒

未成年飲酒、妊婦飲酒の胎児への影響、飲酒運転、密造酒の

問題(海外では) 

③ アルコールには反面、健康や円滑な社会生活に好影響を与え

る一面を併せもっている⇒適正量の飲酒は、死亡率を減少さ

せるデータがある。『Ｊカーブ効果』 

④ 適正量の飲酒とは純アルコール量で２０ｇである⇒生ビール中

ジョッキ１杯、清酒１合徳利１本程度 

⑤ 自覚がないアルコール依存症の方が多いことも避けられない

事実。 

⑥ 最近でもイッキ飲みにより昨年４人の大学生が命を落としてい

る。 

⑦ アルコール・ハラスメント＝『アル・ハラ』の社会問題⇒俺の酒が

飲めないのか？など 

⑧ アルコールメーカーとしての啓もう活動は行っているが、最終

的には、各人がそれぞれの体質に合わせた適正量の飲酒に

心掛けていただきことが一番大事なことである⇒百薬の長とは

言えど、万の病は酒よりこそ起これ (吉田 兼好) 

アサヒビール(株)社会環境推進部 部長 小沼克年さん 

『 アルコール関連問題の現状と課題 』 

 プロフィール 

小沼克年（こぬま かつとし） 

１９６０年    埼玉県出身 

１９８４年３月 東京大学・教育学部 卒業 

１９８６年３月 東京大学大学院・教育学研究科修士課程 修了 

(教育社会学専攻) 

１９８６年４月 アサヒビール(株)入社 

         情報システム部、人事部、総理府(現内閣府)出向 

         （省庁再編の審議会「行政改革会議」の事務局勤

務）、復帰後、広報部、生産企画部、品質保証部を

経て 

２００５年４月 社会環境推進部 

プロフィ ル

卓話者；アサヒビール（株）小沼克年さん

青少年育成プロジェクト 

PL(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ)田中紀春さん 

青少年育成プロジェクト 

 副 PL(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ)青山素久さん

小粥会長より小沼さんへお礼 


